
区民・事業者・区等が一体となった計画の推進

（仮称）板橋区環境基本計画2035 骨子案（イメージ）

１ 計画の
基本的事項

・次期基本計画との整合を持った策定
・ＳＤＧｓ未来都市の実現
・中長期的な施策＋短期のアクションプランを備えた総合的な計画

３ 将来像と６つの基本目標

2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロをめざすゼロカーボンの実現に向けて、区民・事業
者・区等が一体となって、区民生活・事業活動及びまちづくりの中で、省エネルギーとエネル
ギーの効率的な利用、再生可能エネルギーの利用に取り組み、着実に温室効果ガス排出量を減ら
していく。
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計画
の期間

令和８（2026）年度から
令和17（2035）年度まで
（概ね10年間）

策定の基本的
な考え方

計画
の位置づけ

「板橋区基本構想」、「板橋区
基本計画」で示された施策を
環境面から具体化する計画

２ 区の環境を
取り巻く
現状

（１）ゼロカーボンいたばし2025の実現

（２）気候変動に備えるまちの実現

（４）きれいな空気、水、クリーンな住環境の実現

（３）資源を大切にする循環型都市の実現

（６）持続可能な未来を担う人づくり

（５）自然の恵みと共生するまちの実現

区民・事業者アンケート、ワークショップ、関係団体
ヒアリングの結果をもとに記述

これまでの区の取組 国内外の動向 区民・事業者の意識

平均気温の上昇、真夏日・猛暑日の増加、豪雨の頻発等、地球の気象の変化が激しくなってい
る中で、気候変動に備え、安心して暮らせるまちをめざして、暑さ対策、風水害に対する防災・
減災、区民の健康や産業・経済活動における備えを進めていく。

平成５（1993）エコポリス板橋環境都市宣言
平成７（1995）エコポリスセンター開設

〇昭和時代の公害行政から「環境行政」への転換

〇未来志向の持続可能なまちづくりへ

令和４（2022）「ゼロカーボンいたばし2050」表明
〃 ＳＤＧｓ未来都市に選定

〇ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた
取組の広がり

〇気候変動、生物多様性の損失及び汚染の
３つの世界的危機

〇将来にわたって「ウェルビーイング／高い生活の
質」をもたらす「新たな成長」（第六次環境基本計画）

環境と経済のバランスに配慮した、循環型都市をめざして、ごみとなるものをできる限り減ら
し、再生利用しやすい製品を選ぶとともに、再資源化可能なものやリユースできるものは資源と
して循環させる暮らし、事業活動を促進していく。

安全で安心して暮らせる生活環境の実現に向けて、大気の汚染や水質の汚濁、騒音等への対策
を進める。

市街地化が進んでいる板橋区において、自然の恵みと共生するまちをめざして、動物や植物等
の生物と、それを支える緑と水辺（崖線の緑や自然とふれあえる公園や農地、河川、湧水など）
が調和する生物多様性を保全・回復していく。

予測のつかない未来を生き抜き、持続可能な社会を実現する力を持つ人づくりをめざして、区
民・事業者・区等が連携し、環境について興味や関心をもって継続して学び、環境問題や課題に
主体的に行動できる人づくりに取り組むとともに、学び・実践の裾野を広げるネットワークづく
りを進めていく。
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